
療法名 薬剤名 投与量 投与時間 施行日 １ｸｰﾙ 催吐ﾘｽｸ
アテゾリズマブ／Bmab テセントリク １２００mg/body ３０分　(初回１時間) ｄａｙ１ ２１日 軽＊＊

アバスチン １５mg/kg　 ３０分　(初回９０分) ｄａｙ１

カボザンチニブ カボメティクス ６０mg/日 １日1回　食間 毎日 - 軽

動注アイエーコール 動注用アイエーコール ６５mg/㎡ 造影室にて ｄａｙ１ ２８日 -

デュルバルマブ イミフィンジ １５００mg/body １時間 ｄａｙ１ ２８日 -
(初回からの単独使用は不可)     [体重30kg以下は20mg/kg]

デュルバルマブ／トレメリムマブ イジュド ３００mg/body １時間 ｄａｙ１ ２８日 -
    [体重30kg以下は4mg/kg]

イミフィンジ １５００mg/body １時間 ｄａｙ１

    [体重30kg以下は20mg/kg]

動注ＥＰＩ エピルビシン ６０mg/㎡ 造影室にて ｄａｙ１ ２１日 -

ＮＥＷ　ＦＰ療法 フルオロウラシル １２５０mg/body 造影室にて開始　１２０時間 ｄａｙ１－５ ７日 高

 (入院 Weekly) フルオロウラシル ２５０mg/body 造影室にて　ワンショット動注 ｄａｙ1

動注用アイエーコール ５０mg/body 造影室にて ｄａｙ1

ＮＥＷ　ＦＰ療法 フルオロウラシル ７５０mg/body 化学療法室にて ２時間 ｄａｙ1 １４日 中＊

 (外来 Biweekly) 動注用アイエーコール ２０mg/body 造影室にて ｄａｙ1

ＮＥＷ　ＦＰ療法 フルオロウラシル １２５０mg/body 化学療法室にて開始　１２０時間 ｄａｙ１－５ １４日 中＊

 (外来 Biweekly) 増量版 動注用アイエーコール ２０mg/body 造影室にて ｄａｙ1

レンバチニブ レンビマ ６０kg以上　１２mg/日 １日１回　内服 毎日 - 中

６０kg未満　８mg/日

ニボルマブ オプジーボ ２４０mg/body ３０分 ｄａｙ１ １４日 -

(初回からの単独使用は不可)

ニボルマブ(4週間間隔) オプジーボ ４８０mg/body ３０分 ｄａｙ１ ２８日 -

(初回からの単独使用は不可)

ニボルマブ／イピリムマブ オプジーボ ８０mg/body ３０分　 ｄａｙ１ ２１日 -

ヤーボイ ３mg/kg　 ３０分　 ｄａｙ１

動注ミリプラ ミリプラ １２０mg/body 造影室にて ｄａｙ１ ２８日 -

ＲＡＭ サイラムザ ８mg/kg ３０分（初回１時間） ｄａｙ１ １４日 -

レゴラフェニブ スチバーガ １６０mg/日 １日１回　内服 ｄａｙ１～２１ ２８日 軽

ソラフェニブ ネクサバール ８００mg/日 １日２回　食間 毎日 - -

＊シスプラチン低用量での動注療法は中等度として対応します
＊＊臨床試験でプレメディケーション規定なし、かつNCCNガイドラインにおいて制吐療法としてのステロイド使用は推奨されない、と記載あるため、制吐剤は必要時処方としています
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